
【社会資本整備等：新しい時代に対応したまちづくり、地域づくり】

エビデンス構築の進捗状況

今後の予定

１．スマートシティ

（１）データ連携の推進
• 既把握の実績→都市OS実装の実績（総務省等事業による）：18件（R3年3月時点）
• 既存情報の収集・整理に向け、調査内容・調査方法等の検討中。

（※政府関与のない事業についての効果的な調査方法の検討が必要。）
（２）官民連携・住民参加の推進
• 既把握の実績→技術実装の実績（国事業等による）：33件（R3年3月時点）
• 既把握の実績→取り組む自治体・民間企業・地域団体数：827件（R3年9月末時点）
• 既存情報の収集・整理に向け、調査内容・調査方法等の検討中。
（３）人材育成
• 人材育成策の検討の参考となる関連人材育成策の情報の収集・整理の方法等の検討中。

（※調査対象となる人材の要件、活動等の対象範囲についての検討が必要。）

• （１）及び（２）について、自治体・民間団体等へのアンケート等により既存情報の収集・整理
を行うとともに、 スマートシティの評価に関する有識者検討会（利活用を進めるためのデータ整
備、都市間比較が可能な指標等も議論）を立ち上げ（10～12月に開催・議論）、年内を目途に、
評価指標案について中間とりまとめ予定。

• （３）について、既存情報の収集・整理を行うとともに、 R3年度内を目途に、人材要件の検討を
実施予定。（検討・調査の実施方法について、現在調整中。）

定義等の精査検討中
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